


















































2004 年 3 月 千葉商科大学商経学部経営学科卒業
2010 年 ANZコー ポレ シーョン設立
2012 年 3 月 株式会社 ANZコー ポレ シーョン登記完了
























































































































































































　弊社では 2013 年当初から、BtoB レベルでの英語での
メニュー配布、推進・浸透への取り組みを開始しており、
多数の提携先様の協力によりBtoC レベルへの落とし込
みが、すでに半数以上へと達した状態で、インバウンド
元年と言われた年を迎えることができた。
　結果として、現在までのインバウンド顧客の大幅増に
繋がったと考えている。2015 年からは、それに加えて、
中国語、ハングルのメニューも作成し、様々な形での浸
透に努めている。
　弊社をご利用いただいているインバウンド顧客の 3 割
強において、簡単な挨拶程度の英語すら理解できない、
読むことも話すこともできない、という現状を把握するに
つけ、現場レベルでハングル、中国語、さらにスペイン語、
トルコ語に至るまでインバウンドに合わせた挨拶、会計
時の対応をしなければならないのか、ということになると、
これはいかにも現実的ではない。弊社スタッフの育成フェ
イズとして、まずグランドデザインを「おもてなしの心」
とし、受け身ではなく、顧客ニーズを積極的に掬い上げ、
寄り添う形での対応ができるいくつものケーススタディ、
それに向けての実践、情報収集、その積み重ねによる現
場へのフィードバックを常に継続しているところである。
中でも特に有効であったのは、
・ 携帯、タブレット端末言語翻訳アプリの有効活用であっ
た。畢竟、インバウンド顧客の満足度を上げていくのに
必要なのは言語能力ではないと考える。
　以上の事について、全体・個別ミーティングを重ねる
中で、徐々にスタッフ間全体に浸透し、良好なフィード
バックの例も出始めていると認識している。
（3）現場におけるイメージ戦略の取り組み
　弊社においても、対内・外を問わず、イメージ戦略に
は創業当初から試行錯誤を重ね、注力してきた。
　筆者からの発信としては、本社中枢部、営業担当社員、
そして現場担当社員、ご契約頂いている委託先様に至る
まで、常に「ビジョン、ミッションの共有」「ステークホ
ルダー・ダイアログの機会模索と実践、エンゲージメン
ト」、これらの共有とフィードバックのサイクルの流れを
止めることがないよう努め、ある意味、経営の上で筆者
が最も意識して行ってきたことである。
　その理由は、やはり夜間、整体・アロマセラピーとい
う接客業を行う現場と、そのオペレーションにおいて、
すべてのスタッフのモチベーションの維持にも密接につ
ながる部分であり、それを成しうるのは社長である筆者
からの明確な根拠を持った発信であるという強い信念か
らであった。次に具体的なビジョン、ミッションに対して
の現場レベルでの取り組みについて記したい。
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（4）現場におけるセラピスト養成への取り組み
　弊社の求めるセラピスト像とは、第一に「ポジティブ
であること、プラス思考（前向きな姿勢）」「思いやり、礼節」
「確かな技術」である。
　この軸がぶれないよう、創業当時から常に一人ひとり
のスタッフと連日向き合い、丁寧に理解を促して、実行
に移せる社風創造に邁進してきた。
　現状の現場レベルでは、筆者が求めるこの要件をすべ
て完璧に兼ね備えた開業整体師でいらっしゃる西田先生
（ナイチンゲールセミナー出身）を、開業時から長年に渡
り整体指導講師としてお迎えしている。また、各専門家
の講師をお迎えした勉強会、セミナーも多数開催して、「理
想は常に高く、ポジティブに！」を合言葉に、人手不足
が叫ばれる昨今であるが、社員一丸となってスタッフ育
成に不断の努力を惜しまず、力強い歩みを進めている。
　また、筆者を含む本社中枢部としては、当然、日々古
きを温め、新しきを慈しむ豊かな人脈開拓に勤しむこと
もセラピスト雇用・育成の重要なフェーズと考えている。
新たな雇用開拓、人財発掘への道程も視野に入れた相補
的な深いかかわり合いを模索し、そこから企業理念への
フィードバックにも繋げてゆく良いサイクルが持続できて
いるとの自負がある。
　今後も、こうしたご縁に感謝を忘れず、より一層素晴
らしい社外ネットワークの構築にも努める所存である。
今後の展望とその実現に向けて
　最後に、未来の展望についても記したい。
　現在、東京は 2020 年東京オリンピックに向け、ここ
20 年で第一級の目覚ましい成長期に突入しているところ
である。弊社の営業レベルだけでも、ホテル数の増加、
それに伴う部屋数の増加はまさに瞬く間のことである。
我々は決して驕らず、怯むことなく冷静に実情データを
構築し、雇用、育成、営業すべての現場での正確なフィー
ドバックを目指す。
○フェーズごとに、スピード感を持って対応すべきこと：
具体的契約先様・顧客様要望の収集、それへのフィード
バック。スタッフから上がってくる各種気づきの拾い上
げ、対応等。
○長期的視点で、冷静に対策・具体的行動案を練りアク
ションすべきこと：長期雇用（特に女性スタッフ）の実
現に向けた取り組み等。
　日々起こる出来事を大きくこの 2 つに振り分け、開か
れた情報収集・報告、連絡、相談を常態化させ、企業理
念の実現に向け「毎日前進する企業」を目指している。
　具体的な将来の業態構想が 2 つある。
　一つは HOTEL 旅館トータルソリューション企業とし
て、最終的にオペレーション型ホテル（品川－浜松町エ
リア）の経営に乗り出す。
　もう一つは介護タクシー業界への参入である。
　筆者は、こうした様々な業態を通じて、社会の中に、
建前や、張りぼての豪華さ、立派さではなく、確かな価
値「ヒューマンホスピタリティ」そのものを、我が株式
会社 ANZ コーポレーションが創り出していくことこそが、
企業としての使命であり正しい行動であると信じている。
ANZ コーポレーションが創造できるもの
「ヒューマンホスピタリティ」という価値を持つサービスやメニュー
幹事を務めた施術者大忘年会にて
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